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規規 則則

農 業 大 学 校 授 業 料 の 徴 収 に 関 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 十 九 年 三 月 二 十 八 日

宮 崎 県 知 事 東 国 原 英 夫

宮 崎 県 規 則 第 十 八 号

農 業 大 学 校 授 業 料 の 徴 収 に 関 す る 規 則

（ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 規 則 は 、 使 用 料 及 び 手 数 料 徴 収 条 例 （ 平 成 十 二 年 宮 崎

県 条 例 第 九 号 。 以 下 「 条 例 」 と い う 。 ） 第 八 条 の 規 定 に 基 づ き 、

条 例 第 二 条 第 一 項 第 十 一 号 に 掲 げ る 農 業 大 学 校 授 業 料 及 び 農 業 大

学 校 宿 泊 室 等 使 用 料 （ 農 業 大 学 校 授 業 料 に 係 る 部 分 に 限 る 。 以 下

「 授 業 料 」 と い う 。 ） の 徴 収 に 関 し 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す

る 。
（ 授 業 料 の 徴 収 ）

第 二 条 授 業 料 の 徴 収 は 、 各 年 度 に 係 る 授 業 料 に つ い て 、 前 期 及 び

後 期 の 二 期 に 区 分 し て 行 う も の と し 、 そ れ ぞ れ の 期 に お い て 徴 収

す る 額 は 、 授 業 料 の 年 額 の 二 分 の 一 に 相 当 す る 額 と す る 。

２ 授 業 料 は 、 前 期 に あ っ て は 四 月 、 後 期 に あ っ て は 十 月 に 徴 収 す

る も の と す る 。

（ 授 業 料 の 免 除 ）

第 三 条 知 事 は 、 学 生 が 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と 認 め ら れ

る 場 合 は 、 授 業 料 を 免 除 す る こ と が で き る 。 た だ し 、 当 該 免 除 の

期 間 は 、 年 度 を 超 え る こ と が で き な い 。

一 経 済 的 理 由 に よ り 授 業 料 の 納 付 が 困 難 で あ る 場 合

二 休 学 そ の 他 や む を 得 な い 事 情 が あ る 場 合

２ 前 項 の 規 定 に よ る 授 業 料 の 免 除 を 受 け よ う と す る 者 は 、 知 事 に

当 該 免 除 の 申 請 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。

（ 授 業 料 の 免 除 の 額 ）

第 四 条 前 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 授 業 料 の 免 除 の 額 は 、 原 則 と し て

各 期 分 の 授 業 料 に つ い て 、 そ の 全 額 と す る 。

（ 授 業 料 の 徴 収 猶 予 等 ）

第 五 条 知 事 は 、 第 三 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 授 業 料 の 免 除 を 許 可 し 、

又 は 不 許 可 と す る ま で の 間 は 、 当 該 免 除 の 申 請 を し た 者 に 係 る 授

業 料 の 徴 収 を 猶 予 す る も の と す る 。

２ 第 三 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 授 業 料 の 免 除 を 不 許 可 と さ れ た 者 は 、

当 該 免 除 の 不 許 可 の 日 か ら 起 算 し て 十 五 日 以 内 に 、 納 付 す べ き 授

業 料 を 納 付 し な け れ ば な ら な い 。

（ 授 業 料 の 還 付 ）

第 六 条 条 例 別 表 第 一 の 十 一 の 項 備 考 の 欄 に 規 定 す る 使 用 料 に 該 当

す る 授 業 料 を 還 付 す る 場 合 の 当 該 還 付 の 額 は 、 知 事 が 必 要 と 認 め

る 額 と す る 。

２ 前 項 に 規 定 す る 授 業 料 の 還 付 を 受 け よ う と す る 者 は 、 知 事 に 当

該 還 付 の 申 請 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。

（ 授 業 料 の 免 除 の 理 由 の 消 滅 の 届 出 ）

第 七 条 第 三 条 の 規 定 に よ り 授 業 料 の 免 除 を 受 け て い る 者 は 、 当 該

免 除 の 理 由 が 消 滅 し た と き は 、 速 や か に そ の 旨 を 知 事 に 届 け 出 な

け れ ば な ら な い 。

（ 授 業 料 の 免 除 の 取 消 し ）

第 八 条 知 事 は 、 授 業 料 の 免 除 を 受 け て い る 者 が 、 次 の 各 号 の い ず

れ か に 該 当 す る と 認 め ら れ る 場 合 は 、 当 該 免 除 を 取 り 消 す も の と

す る 。

一 授 業 料 の 免 除 を 受 け て い る 年 度 の 途 中 に お い て 当 該 免 除 の 理

由 が 消 滅 し た 場 合

二 虚 偽 の 申 請 そ の 他 の 不 正 の 手 段 に よ り 授 業 料 の 免 除 を 受 け た

場 合

（ 委 任 ）

第 九 条 こ の 規 則 に 定 め る も の の ほ か 、 授 業 料 の 徴 収 に 関 し 必 要 な

事 項 は 、 知 事 が 別 に 定 め る 。

附 則

こ の 規 則 は 、 平 成 十 九 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

高 等 水 産 研 修 所 授 業 料 の 徴 収 に 関 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 十 九 年 三 月 二 十 八 日

宮 崎 県 知 事 東 国 原 英 夫

宮 崎 県 規 則 第 十 九 号

高 等 水 産 研 修 所 授 業 料 の 徴 収 に 関 す る 規 則

（ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 規 則 は 、 使 用 料 及 び 手 数 料 徴 収 条 例 （ 平 成 十 二 年 宮 崎

県 条 例 第 九 号 。 以 下 「 条 例 」 と い う 。 ） 第 八 条 の 規 定 に 基 づ き 、

条 例 第 二 条 第 一 項 第 十 二 号 に 掲 げ る 高 等 水 産 研 修 所 授 業 料 及 び 高

等 水 産 研 修 所 宿 泊 室 使 用 料 （ 高 等 水 産 研 修 所 授 業 料 に 係 る 部 分 に

限 る 。 以 下 「 授 業 料 」 と い う 。 ） の 徴 収 に 関 し 必 要 な 事 項 を 定 め

る も の と す る 。

（ 授 業 料 の 徴 収 ）

第 二 条 授 業 料 の 徴 収 は 、 授 業 料 の 月 額 に 修 業 期 間 の 月 数 を 乗 じ て

得 た 額 を 当 該 修 業 期 間 の 始 ま る 月 の 末 日 ま で に 徴 収 す る も の と す

る 。
（ 授 業 料 の 免 除 ）
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第 三 条 知 事 は 、 入 所 生 が 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と 認 め ら

れ る 場 合 は 、 授 業 料 を 免 除 す る こ と が で き る 。

一 経 済 的 理 由 に よ り 授 業 料 の 納 付 が 困 難 で あ る 場 合

二 休 学 そ の 他 や む を 得 な い 事 情 が あ る 場 合

２ 前 項 の 規 定 に よ る 授 業 料 の 免 除 を 受 け よ う と す る 者 は 、 知 事 に

当 該 免 除 の 申 請 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。

（ 授 業 料 の 免 除 の 額 ）

第 四 条 前 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 授 業 料 の 免 除 の 額 は 、 原 則 と し て

各 修 業 期 間 に 係 る 授 業 料 に つ い て 、 そ の 全 額 と す る 。

（ 授 業 料 の 徴 収 猶 予 等 ）

第 五 条 知 事 は 、 第 三 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 授 業 料 の 免 除 を 許 可 し 、

又 は 不 許 可 と す る ま で の 間 は 、 当 該 免 除 の 申 請 を し た 者 に 係 る 授

業 料 の 徴 収 を 猶 予 す る も の と す る 。

２ 第 三 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 授 業 料 の 免 除 を 不 許 可 と さ れ た 者 は 、

当 該 免 除 の 不 許 可 の 日 か ら 起 算 し て 十 五 日 以 内 に 、 納 付 す べ き 授

業 料 を 納 付 し な け れ ば な ら な い 。

（ 授 業 料 の 還 付 ）

第 六 条 条 例 別 表 第 一 の 十 二 の 項 備 考 の 欄 に 規 定 す る 使 用 料 に 該 当

す る 授 業 料 を 還 付 す る 場 合 の 当 該 還 付 の 額 は 、 知 事 が 必 要 と 認 め

る 額 と す る 。

２ 前 項 に 規 定 す る 授 業 料 の 還 付 を 受 け よ う と す る 者 は 、 知 事 に 当

該 還 付 の 申 請 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。

（ 授 業 料 の 免 除 の 理 由 の 消 滅 の 届 出 ）

第 七 条 第 三 条 の 規 定 に よ り 授 業 料 の 免 除 を 受 け て い る 者 は 、 当 該

免 除 の 理 由 が 消 滅 し た と き は 、 速 や か に そ の 旨 を 知 事 に 届 け 出 な

け れ ば な ら な い 。

（ 授 業 料 の 免 除 の 取 消 し ）

第 八 条 知 事 は 、 授 業 料 の 免 除 を 受 け て い る 者 が 、 次 の 各 号 の い ず

れ か に 該 当 す る と 認 め ら れ る 場 合 は 、 当 該 免 除 を 取 り 消 す も の と

す る 。

一 授 業 料 の 免 除 を 受 け て い る 修 業 期 間 の 途 中 に お い て 当 該 免 除

の 理 由 が 消 滅 し た 場 合

二 虚 偽 の 申 請 そ の 他 の 不 正 の 手 段 に よ り 授 業 料 の 免 除 を 受 け た

場 合

（ 委 任 ）

第 九 条 こ の 規 則 に 定 め る も の の ほ か 、 授 業 料 の 徴 収 に 関 し 必 要 な

事 項 は 、 知 事 が 別 に 定 め る 。

附 則

こ の 規 則 は 、 平 成 十 九 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

産 業 開 発 青 年 隊 授 業 料 の 徴 収 に 関 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 十 九 年 三 月 二 十 八 日

宮 崎 県 知 事 東 国 原 英 夫

宮 崎 県 規 則 第 二 十 号

産 業 開 発 青 年 隊 授 業 料 の 徴 収 に 関 す る 規 則

（ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 規 則 は 、 使 用 料 及 び 手 数 料 徴 収 条 例 （ 平 成 十 二 年 宮 崎

県 条 例 第 九 号 。 以 下 「 条 例 」 と い う 。 ） 第 八 条 の 規 定 に 基 づ き 、

条 例 第 二 条 第 一 項 第 十 七 号 に 掲 げ る 産 業 開 発 青 年 隊 授 業 料 及 び 建

設 技 術 セ ン タ ー 宿 泊 室 使 用 料 （ 産 業 開 発 青 年 隊 授 業 料 に 係 る 部 分

に 限 る 。 以 下 「 授 業 料 」 と い う 。 ） の 徴 収 に 関 し 必 要 な 事 項 を 定

め る も の と す る 。

（ 授 業 料 の 徴 収 ）

第 二 条 授 業 料 の 徴 収 は 、 四 月 か ら 翌 年 二 月 ま で の 間 に お い て 、 毎

月 行 う も の と し 、 そ れ ぞ れ の 月 に お い て 徴 収 す る 額 は 、 授 業 料 の

年 額 の 十 一 分 の 一 に 相 当 す る 額 と す る 。

２ 授 業 料 は 、 毎 月 の 十 日 ま で に 当 該 月 分 を 徴 収 す る も の と す る 。

た だ し 、 四 月 分 の 授 業 料 は 、 入 隊 の 日 か ら 起 算 し て 十 五 日 以 内 に

徴 収 す る も の と す る 。

３ 前 二 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 隊 員 の 申 出 が あ っ た と き は 、 前 項

た だ し 書 に 規 定 す る 納 期 限 ま で に 年 額 分 の 授 業 料 を 徴 収 す る こ と

が で き る 。

（ 退 隊 若 し く は 休 隊 又 は 復 隊 の 場 合 に お け る 授 業 料 の 徴 収 ）

第 三 条 退 隊 又 は 休 隊 す る 者 の 当 該 退 隊 又 は 休 隊 の 日 の 属 す る 月 分

の 授 業 料 は 、 そ の 全 額 を 徴 収 す る も の と す る 。 こ の 場 合 に お い て 、

知 事 は 、 前 条 第 二 項 に 規 定 す る 納 期 限 に よ り 難 い と 認 め る と き は 、

相 当 な 納 期 限 を 定 め て 当 該 授 業 料 を 徴 収 す る こ と が で き る 。

２ 休 隊 し た 者 が そ の 休 隊 の 日 の 属 す る 月 の 翌 月 以 降 に お い て 復 隊

す る 場 合 、 当 該 復 隊 の 日 の 属 す る 月 分 の 授 業 料 は 、 そ の 全 額 を 徴

収 す る も の と す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 当 該 授 業 料 は 、 前 条 第 二

項 に 規 定 す る 納 期 限 に か か わ ら ず 、 復 隊 の 日 か ら 起 算 し て 十 五 日

以 内 に 徴 収 す る も の と す る 。

（ 授 業 料 の 免 除 ）

第 四 条 知 事 は 、 隊 員 が 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と 認 め ら れ

る 場 合 は 、 授 業 料 を 免 除 す る こ と が で き る 。

一 経 済 的 理 由 に よ り 授 業 料 の 納 付 が 困 難 で あ る 場 合

二 そ の 他 や む を 得 な い 事 情 が あ る 場 合

２ 前 項 の 規 定 に よ る 授 業 料 の 免 除 を 受 け よ う と す る 者 は 、 知 事 に

当 該 免 除 の 申 請 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。

（ 授 業 料 の 免 除 の 額 ）

第 五 条 前 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 授 業 料 の 免 除 の 額 は 、 当 該 免 除 に

係 る 月 分 の 授 業 料 に つ い て 、 そ の 全 額 と す る 。

（ 授 業 料 の 徴 収 猶 予 等 ）

第 六 条 第 四 条 の 規 定 に よ る 授 業 料 の 免 除 を 許 可 し 、 又 は 不 許 可 と

す る ま で の 間 は 、 当 該 免 除 の 申 請 を し た 者 に 係 る 授 業 料 の 徴 収 を

猶 予 す る も の と す る 。

２ 第 四 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 授 業 料 の 免 除 を 不 許 可 と さ れ た 者 は 、

当 該 免 除 の 不 許 可 の 日 か ら 起 算 し て 十 五 日 以 内 に 、 納 付 す べ き 授

業 料 を 納 付 し な け れ ば な ら な い 。

（ 授 業 料 の 還 付 ）

第 七 条 条 例 別 表 第 一 の 十 七 の 項 備 考 の 欄 に 規 定 す る 使 用 料 に 該 当

す る 授 業 料 を 還 付 す る 場 合 の 当 該 還 付 の 額 は 、 知 事 が 必 要 と 認 め

る 額 と す る 。

２ 前 項 に 規 定 す る 授 業 料 の 還 付 を 受 け よ う と す る 者 は 、 知 事 に 当

該 還 付 の 申 請 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。

（ 授 業 料 の 免 除 の 理 由 の 消 滅 の 届 出 ）

第 八 条 第 四 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 授 業 料 の 免 除 を 受 け て い る 者 は 、

当 該 免 除 の 理 由 が 消 滅 し た と き は 、 速 や か に そ の 旨 を 知 事 に 届 け

出 な け れ ば な ら な い 。

（ 授 業 料 の 免 除 の 取 消 し ）

第 九 条 知 事 は 、 授 業 料 の 免 除 を 受 け て い る 者 が 、 次 の 各 号 の い ず

れ か に 該 当 す る と 認 め ら れ る 場 合 は 、 当 該 免 除 を 取 り 消 す も の と

す る 。

一 年 度 の 途 中 に お い て 当 該 免 除 の 理 由 が 消 滅 し た 場 合

二 虚 偽 の 申 請 そ の 他 の 不 正 の 手 段 に よ り 授 業 料 の 免 除 を 受 け た

場 合

（ 委 任 ）

第 十 条 こ の 規 則 に 定 め る も の の ほ か 、 授 業 料 の 徴 収 に 関 し 必 要 な



宮 崎 県 公 報 平成 19年 ３ 月 28日（水曜日） 号外 第 26号

害 3害

事 項 は 、 知 事 が 別 に 定 め る 。

附 則

こ の 規 則 は 、 平 成 十 九 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。
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